
ッセイを書く機会を得てか

ら 3 度目の年末を迎えま

す。年々、月日が経つのが早く感じ

られるようになりました。

　今年は年号が変わり、消費税が上

がり、変化を実感する出来事があっ

た年でした。

　つい先日、台風19号の猛威を経

験したばかりです。東日本の各地に

いままでにないほどの大きな被害を

もたらしました。

　自宅からワンブロック先には隅田

川があります。窓越しに見ると水面

が盛り上がり、水は濁っていて、流

れの速さもいつもの数倍と、異様で

した。

　両岸はすでにスーパー堤防が整備

されていますので氾濫の懸念は少な

いようですが、豹変（ひょうへん）

した川の様子は恐ろしい。大きな謎

のいきものが動いているような、勢

いと不気味さを感じました。

　東京湾から２キロ上流ですので、

高潮の危険のほうが高い地域である

ことは自覚があります。街中を流れ

る支流の川が隅田川に合流する地点

には防潮扉があることも、日常生活

のなかで目にしている光景です。

　今回は直接的に被災したわけでは

り、「ニューノーマル（新形態）」の

認識が求められると思います。

　その大前提として、災害に遭うと

いうことは、多くの人やものを失う

ことであるということを改めて認識

しました。

　台風19号の破壊的なパワーをテ

レビなどの映像を通じて目の当たり

にすると、言葉を失います。実際に

その場にいる人は、匂いや音や量や

湿度など、画面からでは伝わりきら

ないさまざまな状況や状態に直面し

ている、さらに辛く厳しい思いをし

ているのだろうと想像します。

　それが自分の家だったら、自分の

家族だったら、耐えられるでしょう

か。まったく自信はありません。軽

々しく被災した方へのお見舞いの言

葉を言えないほど、衝撃は大きいで

す。そういう堪え難いことをもたら

すということを、強く認識しなけれ

ばなりません。

　災害は、誰も幸せにしないのです。

だから「備えて、早めに行動して、

判断して、周りの人たちと協力して

……」と挙げ列ねても、実際の行動

に結びつかなければ、絵に描いた餅

です。現実的に行動可能なものでな

いと、招く結果は悲惨なものになり

ます。

　私個人としては、ものへの執着は

それほど強いとは思いません。もの

はなるべく持たないように、増やさ

ないように努めています。だからこ

そ、気に入ったものを大切にして永

ありませんが、自宅マンションの玄

関先や駐車場、裏の入り口などに念

のための土嚢（どのう）が準備され

ていました。

　また、コンビニやスーパーでは品

薄状態でした。接近前には多くの人

が備えとして買い込み、通過後は物

流が混乱してしまい、供給が追いつ

かなかったようです。

　「天災は忘れたころにやってくる」

という戒（いまし）めは、もう過去

のものです。天災は次から次へと間

髪入れずにやってくる、恐ろしい時

代がやってきています。

　いままでの経験だけでは対処でき

ない、防災新時代に備える必要があ

Vol.30 防災も、新たな時代へ
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台風の到来がもたらした　　
大きな被害と混乱

れて、履いていた長靴が脱げてぬか

るんだ泥の中に置き去りになって、

ソックスを泥だらけに汚してしまっ

た思い出があります。

　泥は乾いているとさらさらしてい

ますが、水分を含むと重くなってい

きます。

　災害とマラソンでは比べようもあ

りませんが、数年前、荒川の河川敷

で行われたマラソン大会でのことで

す。マラソン大会当日は晴れたので

すが、前日までかなり雨が降ってい

ました。多くの参加者が行き来する

スタート地点の広場は、田んぼのよ

うなぬかるみ状態でした。

　ハーフを走り切ったシューズと

ソックスには泥がこびりついてい

て、洗ってみましたが繊維の奥深く

まで入り混んでしまっていて、きれ
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く使いたいと思っています。

　ものの多い少ないに関わらず、身

近なもの、お気に入りのものを瞬時

に失うことは辛いだろうと思いま

す。だから、災害廃棄物と言われる

ものは、映像で見るだけでも心が震

えます。

　もともとは誰かの大切なものだっ

たものが、無念のうちに捨てられる

ことになって集められている。もと

もとは誰かの生命や生活を支えてい

たものだったものが、役割を奪われ、

行き場を失ってしまった――。

　一般的なごみにはない、生命力へ

の執着のようなものが漂っているよ

うに見えるので、災害廃棄物にはど

うしようもない喪失感を感じます。

　また、復旧を妨げている泥。

　通常のビル清掃においても、カー

ペットのダストコントロールは簡単

そうに見えて難しいものです。繊維

の奥に潜む泥を含むダストは、時間

とともに表面にせり上がってくると

知り、取り除ききることの難しさを

感じます。

　その泥のしつこい性質は、子ども

のころ、近所の田んぼでの経験があ

ります。

　子どものころに住んでいたところ

は自然が豊かでした。農閑期に植え

てあったシロツメクサの花を摘もう

と思ってあぜ道から田んぼに降りて

いくと、一歩二歩三歩は歩けます

が、その次あたりから泥に足を取ら

いにはなりませんでした。

　泥は粒子が細かいのですね。粘度

が高いともいえます。洗い流すこと

はかなり労力のいる作業です。

　自然災害は、誰の身にも起こり得

ます。気候が、大きく、そしてスピー

ドを増して変化しはじめています。

明らかに、いままでの経験値だけで

は測れない状況が多発しています。

　「備えあれば憂いなし」ですが、

備えるだけではダメ、それらの有効

的な活用を自分のこととしてとらえ

ていく準備と訓練が見直されるべき

ときです。

＊　　　＊　　　＊

　本年も大変お世話になりました。

来たる新しい年は、明るく、希望に

満ちた年になることを、心から祈り

ます。
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